
患者の皆さまへ

当院では、保有する既存試料・情報を用いて下記の研究を実施しております。このような研究の実施に当たっては、

研究対象者の方に研究の参加を拒否する権利が保障されております。(オプトアウト)

この研究に関するお問い合わせなどありましたら、下記の問い合わせ先までご連絡ください。

尚、研究又は他の研究機関への患者さんのデータ提供は、研究実施許可日から研究終了日の期間に行います。

記

2026年 8月24日研究実施許可日

2026年10月31日研究終了日

一般外来から一般病棟に緊急入院する際の患者動線変更による効果

研究の名称

一般外来から一般病棟に緊急入院した患者さん

研究対象

診療記録

対象材料

2024年5～6月の2ヶ月間および2026年5～6月の2ヶ月対象期間

当院は地域の中核的役割を担う急性期病院として、一般外来で1日1000

人前後の患者の診察に対応しており、受診当日に緊急入院が必要となる患

者も少なくありません。患者の迅速な診断と治療の開始が求められますが、

これまで一般外来から一般病棟に緊急入院する場合には、病棟の受入れ

状況を鑑み、外来待合での待ち時間が多く発生していました。患者は苦痛を

伴う状況で待機することとなり、その間治療を開始することも困難でした。そ

こで、看護部（一般外来、一般病棟）、ベッドコントロールセンター、患者サ

ポートセンターで協働し、緊急入院が必要な患者が速やかに入院病棟に入

室し、必要な治療が行える環境を円滑に整えることを目的に、一般外来から

の緊急入院患者の動線変更を行いました。

本研究では、この動線変更の活動を振り返り、患者動線変更が患者の待

ち時間短縮に効果があったか評価を行うことを目的とし、より患者負担の少

ない、円滑で効率的な外来から入院への移行を推進する一助とします。

研究の目的意義

患者さんの動線変更前後における、患者さんの待ち時間を比較する、前

後比較研究です。

方法

個人情報は院内で取り扱い、匿名化等により院外には出しません。

個人情報の取り扱い

市立豊中病院　看護部

山口　望

TEL.06-6843-0101

問い合わせ先

(研究責任者)

研究機関名 市立豊中病院

まで


